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１．製品概要

◆特徴

■本ボードはＵＳＢ信号を絶縁したＳＩＯ（ＴＸＤ，ＲＸＤ）信号に変換する変換器です。ボーレート９

６００ｂｐｓ～１１５．２Ｋｂｐｓ対応、電源はＵＳＢから取りますので準備不要です。ＳＩＯ側の電源

は３．３Ｖ～５Ｖが使用できます。

■ＵＳＢとＳＩＯが電気的に絶縁されています。

■ＳＩＯ側で電源をＯＦＦ、ＯＮにしてもＵＳＢ側のデバイスドライバを再読み込みする必要がありませ

ん。

■ＵＳＢ、パソコン側のノイズの影響をＳＩＯ側で受けにくくします。

■大きさは３９×３９×１５ｍｍです。重さは約１０ｇ。

■特に調整が必要な部分はありません。

◆製品構成

本ボードは

１．基板本体

２．ハーネス １５ｃｍ

３．取扱説明書（本書）

から構成されます。

◆各部の機能と名称

ＣＮ４ ＵＳＢ信号※

ＣＮ５ ＵＳＢ Ｂコネクタ ＣＮ１ ＳＩＯ（ＴＸＤ，ＲＸＤ）コネクタ

※ＣＮ４ ＵＳＢ信号は、ＵＳＢコネクタを別な部分に設置したい場合に使用します。

第１章 ご使用になる前に
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１．製品概要

◆ハードウエア接続

■ＵＳＢ接続、デバイスドライバインストゥール

本基板はＵＳＢインターフェイスにＦＴＤＩ社のＦＴ２３２ＲＬを使用しています。このＩＣは仮想Ｃ

ＯＭ、ダイレクトドライバの２種類の使い方が可能です。Windows10 では自動的にインスツールされます。

それ以外のＯＳでは以下より使用するＯＳに対応したデバイスドライバをダウンロードして下さい。

Windows,MacOS,Linux,android 用などがあります。

http://www.ftdichip.com/FTDrivers.htm

デバイスドライバのインストゥール方法は「ＦＴ２３２ＲＬ デバイスドライバ」等で検索してください。

例がたくさんあります。

「新しいハードウエアがインストールされ、使用準備ができました」と表示されたらＯＫです。次回から

ＵＳＢケーブルを挿入すればＵＳＢとして認識され動作します。

スタート→コントロールパネル→デバイスマネージャを見ることにより、２種類のデバイスドライバが

インストゥールされたことが確認できます。

第２章 使い方
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２種類のデバイスドライバ（ＶＣＰ 仮想ＣＯＭ，Ｄ２ＸＸ ダイレクトドライブ）、ＵＳＢコネクタを抜

くとこれらは消えます。

ＵＳＢ ＳｅｒｉａｌＰｏｒｔ（ＣＯＭ６９）のＣＯＭ番号は変更可能です。変更方法は「ＣＯＭポート

の変更」等で検索して下さい。

■ＳＩＯ接続

基板側コネクタ Ｂ４Ｂ－ＥＨ（ＪＳＴ） ソケットＥＨＲ-４ ピン ＢＥＨ－００１Ｔ－Ｐ０．６

番号 名称

１ ＲＸＤ

２ ＴＸＤ

３ ＋３．３～５Ｖ

４ ＧＮＤ

弊社のＲＬ７８１０４ＣＰＵボード等、ＳＩＯ端子が用意されているものに添付コネクタで直接接続して

ＵＳＢとして使用できます。＋３．３Ｖ～５Ｖで使用できます。

１．製品概要

◆ハードウエア仕様

ＵＳＢ－ＳＩＯ変換器 仕様

使用ＩＣ ＦＴ２３２ＲＬ ＦＴＤＩ社

ボーレート ９６００ｂｐｓ～１１５．２Ｋｂｂｓ

電源 ＵＳＢから供給、外部印加不要

ＳＩＯレベル ＋３．３Ｖ～５Ｖ

絶縁 フォトカプラＴＬＰ２３６１相当

大きさ ３９×３９×１５ｍｍ

重さ １０ｇ

第３章 仕様
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◆大きさ、外形寸法

◆お問い合わせ、特注ご相談

以下のところにお尋ね下さい。

〒350-1213 埼玉県日高市高萩１１４１－１

TEL 042（985）6982 営業時間 9～17 時

FAX 042（985）6720

e-mail：info＠beriver.co.jp

Homepage：http//beriver.co.jp

有限会社ビーリバーエレクトロニクス ⒸBeyond the river Inc. 20200124


